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を採集に出かけましたが ， 途中の登山道では ， ギ

フチョウは全く見られませんでした。 しかし， 山

頂の石碑のある周辺や隣の峰では ， 風に乗って吹

き上がってくるギフチョウを採媒することができ

ました。 ところが ． 春型の小型のアゲハチョウも

多く， 捕まえてみないと， どちらの種なのか分か

らないことも時々ありました。 木陰から蝶が現れ

たとき， ドキドキしながら夢中で追っていったこ

とを党えています。

私は ， この標本のラベルの採梨 年月日を見たと

き， 安留さんが中学生のときに採躾されたもので

あることが分かりました。 安留さんが ， あこがれ

のギフチョウを求めて宮路山に登り ． ょうやく採

集できたときの感動がこの標本を通して伝わって

きました。

写兵2~5は ， 五井山産の個体です。 五井1l1に

登るには ， 南・北・西から入るルー トと宮路山を

経由して東側から入るルー トがあります。 いずれ

も難コ ー スで ， ギフチョウが採媒できるのは ， 尾

写呉8：大井野町産；
---------------------

：・写真6 :岡崎市 年 1993年9月26R
： ・写真7 :岡崎市安戸町 t 1994年5月8 R : 
: .写真8 :岡椋市大井野町 t 1994年5月14日：---------------------------------------------------------

クモガタヒョウモンはこれまで ， 岡綺市では3

頭しか記録されていません。 これらの標本は ， す

べて岡崎市産のもので ， 今から1 5年程前に採梨

されたものです。 この標本によって ， 岡崎市で記

録されたクモガタヒョウモンは， 計6頭になりま

した。

写真1は ， ラベルに岡崎市としか産地の記録は

ありませんでしたが， 早個体です。 採集月日から

して， 夏眠した個体が秋になって活動を再開した

ものを採集されたものでしょう。 翅全休にわたっ

根道が多かったことを鎚えています。安冨さんは． て鱗粉がとれているのも， 春に羽化した個体が秋

4頭も採渠されておられることからして， 何疫も． まで生存していた証です。 特にクモガタヒョウモ

足を運ばれたことがうかがい知れます。 ンの雌は個体数が少なく， 貨重な標本です。

特に ， 1981年に記録された2頭の個体は ． 五井 写真2と3は ， 同年のほぽ同じ時期に採梨され

山のギフチョウが姿を消す直前の 8 0年代に採染さ

れたもので費重なものです。 写真 4の個体は ， 後

翅の一部が欠け ． 前翅の鱗粉も一部が落ちている

ことからして， 3月下旬から 4月上旬の早期に発

生した個体であると思われます。

現在 ． ギフチョウは ． 宮路山と五井山には生息

しておらず ， どちらも1990年代には姿を消したと

思われます。 それゆえ ， これらは大変貨重な標本

です。

(2) クモガタヒョウモン

ており ． 採集地も近く ， 1994年の5月には ． この
一帯でかなりの数の個体が発生したと考えられま

す。 さらに1997年には ， 大井野町の南に位個する

邸隆寺町で記録が出ています。 これらのことから

して ， クモガタヒョウモンは ， 90年代には ， 岡崎

市の中央部の丘陵地一帯に局所的ながらも広く分

布していたと考えられます。

3 おわりに

故人となられた安留さんや残された標本は ， 直

接的には何も語ってくれませんが ， きちんと保管

された標本や標本につけられたラベルに書かれた

データは ， 多くのことを私たちに伝えてくれまし

た。

安留さんの約4 0 年間に渡る収焦活動に敬意を

表するとともに， ご冥福をお祈りしたいと思いま

写真6:岡崎市産辛 写真7：安戸町産； す。

標本の中には ， 岡崎市内で採集された3頭が含

まれていました。 デー タは， 次のとおりです。
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nnで小形のものであった。佐久島本島からはすで

に記録があるが、 大島からはこれが初めての記録

と思われる。

採集記録：27-IX-2009.2頭

5.ナスナガスネトビハムシPsy/Jiodes

angusticollis Baly.1874

体長2.0-2.5mm。 佐久島本島をはじめ愛知県のほ

ぽ全域で記録されている普通種である。佐久島本

島からはすでに記録があるが、 大島からはこれが

初めての記録と思われる。

採染記録：7-VI-2009.2頭

筒 島（Thutsu-jima)

筒島は別名弁天島（Benten-jima)とも呼ばれ 、

佐久島本島の東南部に位置する属島である。 モチ

ノキやクスノキの巨木を交えた暖帯林が繁茂し最

高地点に弁財天が祀られている。本島のハムシ科

はこれまでに2種が記録されているにすぎないが、

調査が不十分のため今後に明らかにされる種は少

なくないものと思われる。

図5 大島から臨む筒島（弁天島）の全貌

筒島における既知種の概要

1)ヒゲナガハムシ亜科の既記録種

クロウリハムシのみである。 三河南部にはふつ

うでウリ類を食害する。 佐久島本島ではすでに記

録がある。

2)カメノコハムシ亜科の既記録種

ヒメカメノコハムシのみである。 従来のヒメカ

メノコハムシCassida pioerata Hopeとして記録さ

れていたものは佐久島本島と同様である。 本島産

の既記録のものは無紋のものであったので、 イノ

コズチカメノコハムシCassida japana Ealyとす

る。確認種は2種のままである。

筒島における追加事項

l ． イノコズチカメノコハムシCassida japana

Baly.1874 

各地に多い普通種である。 黒斑なしの個体を従

来ヒメカメノコハムシとして記録されていたもの

である。 最近の分類上の見解からこの種名で記録

する。

採狼記録：7-VJ -2009.1頭．

まとめ

佐久島およびその属島の大島 、 筒島のハムシ科

の調査により以下のようになった。

佐久島では既記録の32種に新たに7種が加わり

39種となった。大島では既記録の7種に新たに5種

が加わり12種となった。筒島では既記録の2種の

まま追加種はなかったが、 イノコズチカメノコハ

ムシの種名で改めて記録した。

文 献

l.大野正男(1971) Fl本産ハムシ科名如． 東洋大学紀要

教没課程編（自然科学）： （18). 31-126. 

2.木元新作・滝沢春雄(1994) l:l本産ハムシ類成虫・幼

虫分類図説． 東海大学出版会． 539pp.

3.佐久島会(2008)佐久島・三河消島々の植物 ． 295pp.

（佐久島会事務局） ．

4.山崎隆弘・浅岡孝知(1993）二河消島の昆虫． 469pp.

（自費出版） ．

5.山崎隆弘・穂栢俊文(1990)愛知しししのハムシ科．愛知県

の昆虫（上）：434-460.（愛知県） ．
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岩月ほか(1979)や大平(2004)に記録されている。

10. Agaripenthes helvolus (Candeze. 18 73 ) 

ヒメホソキコメッキ·

調査標本：9'f'?-. ll-VII-09.}ゴIH

山林の花上で見られる。(11:1)幾田市からは田中

ほか(2005)に猿投山から記録されている。

11. Hyekpnethes paJ/idus pallidus(Lewis. 1894 ) 

ホソッャケシコメッキ・ （図1. B)

調査標本：4 ;J'5年早 ． ll-VII-09.戸出．

暖地系の種である。（旧）翡田市からは田中ほか

(2005)に猿投山 ， 松平町から記録されている。 体

長は9m m内外， 黄褐色をした細長い種である。

12. Melanotus (Melanotus) legatus legatus 

Candeze. 1860 クシコメッキ·

調査標本：1 ;J'. 11-VII-09.戸出

雑木林や畑地に多い普通の種である。（旧）戯田

市からは田中ほか(2005)に猿投山ほか多くの産地

が記録されている。

13. Melanotus (Melanotus) legatoides Kishii. 1975

ヒメクシコメッキ・ （図1. C) 

調査標,j>: : 5'f早 ． ll-VIJ-09.戸田

森林性で個体数は多くない。（旧）益田市からは田

中(2005)に猿投山や西町から記録されているが ．

このように一 度に多くの個体が見られるのは少な

い。 一般外形は前種に類似しているが， 触角の第

4節が第2. 3節を合わせたものより短いので識別で

きるし ， 雄交尾器の外形も異なっている。

ま と め

ここに記録した13種のうち ， •印を付したこの山

から未記録は 7種であった。 このような里山に近

い低山から今までの記録も含めて30種以上も記録

されている山は少ない。 こんご採集方法や季節を

変えて調査すれば ， さらに多くの種が見出される

ものと思われ ， 幾田市内でもコメッキムシ類にと

っては魅力のある山であると思われる。

引用文献

豊田市教育委員会(1978)豊田市史六 ， 資料（自然）：166-215.

岩月学ほか(1979)益田の昆虫I : 1 -83． （む田市教育委員会）

大平仁夫(1984)三河地方のコメッキムシ分布記録（l)． 三河

の昆虫(31): 165. 

大平仁夫（2004)山中 洋氏採染の三河地方のコメッキム

シ(2003年）． 三河の昆虫(51): 579-580

田中 蕃ほか(2005)数田市自然現境碁礎調査報告科． V]]]

（昆虫類）：181-306.

岡崎市蓬生町でクロオビマグソコガネを採集

筆者は岡崎市内では記

録の少ないと思われるク

ロオピマグソコガネを岡

崎市蓬生町で採梨したの

でここに記録する。 愛知

県内では 、 本宮山が多産

地として知られており 、

早春に採集されている。

l. 採集記録

クロオピマグソコガネ

Aphodius (Acrossus) unifasciatus 

岡崎市蓬生町（標高170m)。

鈴 木 栄

6exs.. 29- ill -2009サルの奨で採集。

18exs.. 29-IV -2009牛糞トラップで採集。

2. 参考・引用文献

大 ｀l竹二大(1985)新福岡崎市史14 自然

岡崎市の甲虫類． Pl044.

愛知限(1990)愛知限の昆虫（上） 愛知県農地林務部自然

保設課．

川井信矢他(2005)日本産コガネムシ上科図説．

第1巻 ． 食浜群． P112.
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引用文献 (4): 30-36． （三河昆虫研究会）

浅岡孝匁I (2009) =:河湾•佐久島とその属島の昆虫の記録 山崎径弘・浅岡隆弘(1993)：：：河i育•島の昆虫：468貞

(2009）． 虫渇． 48()): 43-45. 

山崎発弘(1968)三河而島嶼の昆虫類。 連絡会報．

岡崎市で未記録の3種の昆虫について

哨者は岡崎市内で未記録と思われる3種の昆虫

を見出して2009年にデジタルカメラで撮影した，

撮影した種の確認については鈴木栄二 、 杉坂芙典 、

人平仁夫先生に確認して頂き 、 記録に残すことを

勧められたのでここに報告することにした。

ムラサキッパメ
搬影勘所： l雄l雌， 6-XIl-2009， 岡崎rli桜）I：寺町本郷。
本種は桜井寺山l"Iの東近くで雌雄個体を確認して撮影

した。 写真に示したのは雄個体である 幼虫はマテパシ
イの新芽や）＇；菜を食べることが知られている。

判 家 卓 司

タイワンウチワヤンマ
扱影場所： 1雄， 20-Vffi-2009, I叩訓i／杞司LIl池
最近北上が注Hされている暖地系の種であるが 、 岡崎

市ではまだ知られていないと思われる。

セスジスカシパガ

搬影場所： l雌， 27•IX•2009, 1/f.1良が1|i樫山町。
「おおだの森」で 、 針袋樹の築上に箭11．．していた個体

を搬影した。 暖地系の種ではないが 、 幼虫はパラ科の茎
に人って虫エイを作り 、 成虫はハチに擬態している種と
しても知られている。

蒲郡市でモンシロモドキを確認

本種は暖地系の種で 、 三河地方では新城市や戯

橋市などから記録されている。 蒲郡市からはまだ

知られていないと思われる。 本種は滑l見展望台付

近のイタドリの化に飛米していた。

判 家 卓 司

搬影場所：lex..蒲郡市設楽町の1l1林 ， 26-IX-2009.
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調査標本：椛の湖 ．21-VlII-1992.16' ．：名場．13軋1-1997.l辛

コガシラアワフキ科Cercopidae

l)コガシラアワフキ

Eoscartopis assimilis (Uhler.1896)

調査標本：金紫7- Vll-1995.lex.

アワフキムシ科Aphrophoridae

l)マツアワフキAphrophora flavipes Uhler.1896

調査標本：上小田 ．1- Vll-1992.1 ex.

2)シロオビアワフキ

Aphrophora intermedia Uhler,1896

調査標本：長良22-IX-1995.lex．：慎地10-IX-1997.lex.L.

3)ホシアワフキ

Aphrophora stictica Matsumura.1903

調査標本：上小田 ．6-VIl-1996.lex.L.:21-VIl-1996.lex.L.

4)マダラアワフキ

A wafukia nawae (Mtsumura.1904)

調査標本：名場13-\'lll-1997.lexl浪地,21-X-1997.lexl.

5)オオアワフキ

Nikkofukia ga1loisi Matsumura.1940

調査標本：下田11-IX -1995.l ex.L.

6)ヒメモンキアワフキ

Tabiphora rugosa (Matsumura.1903)

調査標本：上小田 ．l7-X-1996.lex.13-X-1998.lex.

7)モンキアワフキ

Yezophora flavomaculata (Matsumura.1904)

調査標本：上小田13-X-1997.lex.

ツノゼミ科Membracidae

1)トビイロツノゼミ

Machaerotypus sibiricus (Lethierry.1876)

調査標本：上小田l7-N-1996.lex.8-VI-1996.lex.

28-V-2002.lex. 28-V-2005.lex.7-Vl-2005.lex.

ミミズク科Ledridae

l)ミミズクLedra auditura Walker.1858

調査標本：下田6-VlII-1995.1邸L上小田26-VIl-1996.lexl. 

アオズキンヨコバイ科lassidae

l)アオズキンヨコバイ

Batracomorphus mundus (Matsumura.1912) 

調査標本：上小田25-V-1995.lex.L.30-VI-1996.lex.L. 

クロヒラタヨコバイ科Penthimiidae

l)クロヒラタヨコバイ

Pentl1imia nitida Lethierry.1876 

調査標本：上小田2-Vlll-1992.lex.6-V-1996.lex.

ブチミャクヨコバイ科Drabescidae

l)プチミャクヨコバイ

Drabescus nigrifemoratus (Matsumura.1905) 

慎地10-IX-1997.lex.L.21-X-1997.2exs.

調査標本：名場13-Vlll-1997.lex.

カンムリヨコバイ科Evacanthidae

l)キスジカンムリヨコバイ

Evacanthus interruptus(Linnaeus.1758) 

調査標本：大入川 ．28-IX-1995.lex.

2)オヌキヨコバイOnukia onukii Matsumura.

1912

調査標本：名場13問1-1997.lex.L.

オオヨコバイ科Cicadellidae

l)ツマグロオオヨコバイ

Bothrogonia ferruginea (Fabricius.l 787) 

調査標本：御園8-IX-1995.lex.

2)オオヨコバイCicadella viridis (Linnaeus.1758)

調査標本：明神山 ．10-XI-1994.lex.

3)マエジロオオヨコバイ

Kalla atramentaria (Motschulsky,1859) 

調査標本：上小田29ボ1-1997.lex.

ョコパイ科Deltocephalidae

l)イナズマヨコバイ

Inazuma dorsalis (Motschulsky.1859) 

調査標本：上小田2-Vlll-1997.lex.

2)ツマグロヨコバイ

Nephotettix cincticeps (Uhler.1896) 

調査標本：下田29-VI-1995.1,l'.L.7-Vll-1995.l辛L.

以上伊藤氏採集の同翅目は、 18科36種を記録し

たことになる。

末尾ではありますが、 伊藤先生には 、 快く文献

や昆虫採集用品など多くの品々を三河昆虫研究会

のほうに提供していただきました。 ありがとうご

ざいました。

参考文献

1)堀•原田・浅岡（1990)愛知県の同翅且愛知県の（上）．愛知県

2)東栄町役場編（2007)東栄町史．東栄町．
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図3 キトンポり

降は何度も調杢したが確認できなかった。

2回の記録は池畔の同 一地点で縄張りを持って

いたこと、 個体数が著しく少ないと想定される種

類であること、 記録が共にオス1頭であったこと、

鉛池は外来魚が多産する劣悪な環境であったこと

から、 鉛池での繁殖は考えにくく 、 同 一個体では

ないかと思われた。 数田市（旧藤岡町）の限られ

た池沼で少数が見られる（吉田ほか 2009)ため 、

旧藤岡町から偶然飛来した可能性が考えられた。

引用文献

小林広成(2005) トンボ且 豊田市自然環境基礎調査報

告柑資科編 ， 112-119.

高崎保郎(2004)愛知県のトンボ相今廿'. NAPI NEWS 

(300) : 2859-2861.

謁殿消文（2000)愛知県でタイワンウチワヤンマを採集．

月刊むし(347)(2000年1月号） ：44-45. 

吉出雅澄（2004)愛知県産トンポの現状（レッドデータ

プックその後） ． NAPI NEWS (300) : 2862-2864. 

吉田雅澄・安藤 尚・高崎保郎(2009)昆虫類（トンポ

目） ． 愛知県の絶滅のおそれのある野生生物レッドデー

タプックあいち2009 ー 動物編 ー ：221-413.

ミヤタケヒメツヤヒラタコメッキの採集例

蟹 江 昇

ミヤタケヒメッャ

ヒ ラタ コ メ ッ キ

Hypoganus miya

takei Ohiraは本州、

四国 、 九州から記録

されているがあまり

採集例の多くないコ

メッキである。 本種

は 一 般に原生林や大

径木のある寺社林な

どに生息し 、 成虫は

8月から9月にかけて

現れ、 主にスギやツ

ガの大径木の樹皮の

裂け目などに潜んでいる。

愛知県内では鳳来町（現新城市）阿寺（大平

1994) 、 設楽町裏谷（大平1995.1996)の2例の記録

がある。 箪者は設楽町裏谷において4頭を採渠す

糧

｀
 

ることができたので記録する。 本種は主に原生林

中のツガの大径木の樹皮の割れ目から見いだし

た。

なお発表に際し本種の分布および愛知県内の記

録についてご教示いただいた大平仁夫先生にお礼

申し上げる。

採巣データ：北設楽郡設楽町裏谷． 2 6'1早 ．17-VDl-2008.:同

地 ］早．30-渭-2008

引用文献

大平仁夫(1994)三河地方から採集されるコメッキムシ

について(ll） ．佳香蝶46 (ISO): 41 -42. 

大平仁夫(1995)ミヤタケヒメッヤヒラタコメッキ段戸

裏谷で採染．三河の昆虫 ． （42): 405 
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Rhomborrhina polita Waterhouse 

京ケ峰二丁且10-VIII-2008.lex.（撮影）

アオハナムグリ

Cetonia roelofsi (Harold)

京ケ峰二丁目26-V-2009.lex.

キョウトアオハナムグリ（図4)

Protaetia Jenzi (Harold)

京ケ峰二丁目 ．15-VIl-2009.lex.（採染：中尾文香）

ホタル科Lampyridae

ムネクリイロポタル

Cyphonocerus ruficollis Kiesenwetter

市木町赤根31-V-2009.lex幼虫（撮影）

クロマドボタル

Lychnuris fumosa (Gorham)

京ケ峰二丁目26-VI-2009.lex.

オオオパポタル

Lucidina accensa Gorham

東山町五丁目25-VI-2008.lex. ;東山町五丁目19-

Meloe menoko邸no

市木町南山6-XI-2009.1 cl'l早（採梨：小出）

カミキリムシ科Cerambycidae

ャッポシハナカミキリ

Leptuna arcuata mimica Bates 

京ケ峰二丁目 ．12-VI-2009.lex.

ハスオピヒゲナガカミキリ

Cleptometopus bimaculatus (Bates)

京ケ峰二丁目 ．ll-VII-2009.lex.

タテジマカミキリ

Aulaconotus pachypezoides Thomson

市木町南山4-V-2008.lex.（撮影：川田）

ハムシ科Chrysomelidae

ヒゴトゲハムシ

Argopistes coccinelliformis Csiki

市木町南山．22-IV-2009.lex.

ヒゲナガゾウムシ科Anthribidae

ナガフトヒゲナガゾウムシ

Xylinada striatifrons Uordan)

京ケ峰二丁目15-VIII-2009.lex.（採集：水野マ

リ子）

チョウ目 LEPIDOPTERA

セセリチョウ科Hesperiidae

アオパセセリ

Choaspes benjaminii japonica (Murray)

京ケ峰二丁目 ．20-IX-2009.lex.（撮影：川田）

当地初記録であり、 食草も近くで確認できてい

ないことから 、 偶産種と思われる。

ハチ目HYMENOPTERA

アリバチ科Mutillidae

トゲムネアリバチ

Squamulotilla ardescens (Smith)

市木町南山．22-X-2009.lex.

ハキリバチ科Megachilidae

オオハキリパチ

VI-2009.lex.（採染：川田） ；京ケ峰二丁目28- Chalicodoma sculpturalis (Smith)

VI-2009.lex. 京ケ峰二丁目 ，10-IX-2009.lex.（採梨：小出）

ッチハンミョウ科Meloidae コシブトハナパチ科Anthophoridae

メノコッチハンミョウ タイワンタケクマパチ

一

Xylocopa tranquebarorum tranquebarorum

(Swederus) 

市木町南山 ．16-VI-2007.lex.（撮影） ；市木町南

山 ．20-V-2009.lex.

近年矢作川流域で増加中の外来種で 、 当地でも

かなり増加した印象をうけている。

参考文献

浅岡孝知(2001)旭町のカメムシ且 旭町の昆虫：65-84.

（財団法人旭高原自然活｝f1村協会）

堀義宏・浅岡孝知•原m猪津夫(1990)愛知県の頚吻亜

目． 愛知県の昆虫（上） ：105-122. 

也田市建笑部仕宅課(1994)幸海町・枇校町地区宅地造

成工事に係る自然閃校潟査報告，!f. 平成6年3月 ． 豊1I1,1i

建築部仕宅課．
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愛知県産ホタルジョウカイの記録

ホタルジョウカイCan tharis(Telephorus)

heleocharis M. SATO. OKUSHIMA et ISHIDA 

は、 2002年に三重県津市白山町四季のさとを模式

産地として記載された種であり 、 副膜式標本は三

重県津市白山町四季のさと、 三重県伊賀上野市法

花、 三重県秤山高原、 三煎県青山町霧生 、 愛知県

設楽町裏谷、 長野県戸隠村 、 福島県飯舘村 、 福島

県塙町と行森県六ヶ所村田面木沼・市柳沼から採

取されている。 原記載の記録から見ると、 本種は

中部地方から東北地方にかけての湿原に僅かずつ

生息するように思える。

最近、 瀬戸市の盤江昇氏から筆者に恵与された

枷ヽ
な

豊田市小田木町産のホタルジョウカイ
(I.；固体； 2．早固体）

桐 山 功

標本中に、 本種が見出された。 節者もその後 、 豊

田市稲武小田木町へ赴き 、 同種を採梨することが

できたので 、 模式産地以外からの記録としてこれ

を報告したい。

尚 、 盤江氏はすべての個体を 、 湿原上のスウィ

ーピングによって採取されたとのことであった

が、 箪者は湿原脇の低木をビ ー ディングして採集

した。

戯田市足助御内町田之士里湿原， l (!']早， 6-V-

2008, 盤江昇採梨

幾田市稲武黒田町， 1 (!', 18-V -2008， 盤江昇採

集

翡田市稲武小田木町， 1 (!', 11- V -2009, 桐山功

採集

農田市稲武小田木町 ， 1年 ， l-Vl-2009, 桐山功

採集

引用文献

M.Sato. Y. Okushima & K. Ishida. 2002. Japanes species

of the genus Cantharis Linnaeus(Col. Cantharidae).

Ent. Rev.Japan. 57(2): 205-217.

オオズセダカコクヌストの採集例

オオズセダカコクヌスト

Thmalus laticeps Lewisはお

もにツガサルノコシカケなど

の多孔菌類に梨まり 、 自然度

の高い森林から見つかる。 そ

れほど珍しい種ではなく 、 近隣の県では比較的容

易に見つけることができる。 しかしながら愛知県

からの採集例は無く未記録となっている。 箪者ら

蟹江昇 、 戸田尚希

は設楽町裏谷および農田市稲武町面の木峠におい

て本種を採菓することができたので報告する。

（採集データ）翡田市稲武町面ノ木峠 ， 27-Vll-2008.lex

戸田採梨；設楽町裏谷， 14 - Vll -2009, 2exs. 猥江採梨；

設楽町裏谷ではツガの倒木に生じたツガサルノコシカケ

より 、 而の木峠では個木下而より得た。
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ユリクビナガハムシとタイワントビナナフシの再報告

岩 月 学

箪者は末尾の文献に記録した 表記の2種につい

て ， そのごに若干の観察記録が得られたのでここ

に追加記録をすることにした。

1. ユリクビナガハムシ

Lilioceris merdigera (Linne)（写真］）

(I)生息地の確認：

◇「岡崎市額田地域」雨山町雨山ダムの事務所

駐車場南斜面(ll-VI-2007.幼虫4):鍛埜町の民家

（里山の中腹部 ）（29-VI I-2007， 成虫15頭）o

◇「豊田市の下山地区」東大林町三河裔原牧場

キャンプ場入LI売店（23-V-2008.成 虫4頭） ；花沢町

妙楽苑観音（象台座（23-VI-2009， 成虫2頭）。

岡崎市雨山町は市の東南部にあって ， 戯川市中

心部に接し ， 鍛埜町は市の東北部である ． 豊田市

花沢町は国道 301号沿い で ， 松平町に近く ， 東大

林町は下山地区の北部にある。このことから本

種は少なくとも西三河山地の中央地区くらいまで

は生息していることになる。

写真j
ユリクビナガハムシの幼虫（雨山ダム：ll-VI-2007)

(II)食草について

上記のうち ， 東大林町はヤマユリ ， 他はタカサ

ゴユリに付いていたものである。ヤマユリは ， 店

の看板にと北設楽郡から移植したものだそうであ

る。留や茎の先端部は柔らかそうで ， 良い食草の

ように思われる。

2.タイワントピナナフシ

Sipyloidea sipylus Westwood（写真2)

◇岡崎市八ッ木町

の低い里山の2007

年の発見場所とほ

とんど同じところ

で ， 若幼虫を3頭見

出した(16-VII-2008,

幼虫3exs.) ;上記と

同じ場所の近くで

幼虫1頭を見出した

( 5 -VIII-2008. 幼虫

lex.):2007年の発見

場所とほとんど同

じ楊所で成虫l頭を

確認した (22-IX-タイワントピ］門；シの幼虫
2008.成虫lex.) ; （八ツ木町9-X-2009)

2007年の発見場所近くで成虫1頭が飛び立つのを

目岐する(2-IX-2008.成虫lex.);前記の発見場所か

ら 300mほど離れた別の尾根道の， スギやシイな

どが生えた草地状の場所で ， 幼虫を確認した(9-X-

2009.幼虫lex.)。

以上 、 計画的な調査結果ではない が ， 岡崎市八

木町ではタイワントピナナフシが定着して繁殖し

ているとみてよいと考え られる。

末尾に ， タイワントビナナフシについて種々ご

指導をいた だいた岡田正哉氏に感謝の意を表 す

る。

引用文献

岩月 学(2006)ユリクピナガハムシの生息の確認。

三河の昆虫 ． （53): 627-629. 

岩月 学(2008)タイワントビナナフシ岡崎市に生息。

三河の昆虫． （55): 678.

＿
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安城市のウシカメムシの記録
小 鹿 享

ウシカメムシAlcimocoris japonensis(Scott.

1880)は、 安城市内ではあまり見かけない昆虫で 、

新編安城市史資料編自然に伴って発行された動物

本種を記録しているので報告する。

〈デー タ〉2009年10月15日 ウシカメムシ 1頭

日撃（性別不明）安城市今池町 安城市立今池小

ない。 あるいは 、 分布拡

大の結果 、 西三河地方に

侵入してきた可能性もあ

目録(2005)にも、 本種の名前は見当たらない。 り 、 今後の動態が注目さ

箪者は勤務する安城市立今池小学校において、 れる。

最後 に な り ま し た が 、

本報告の個体の発見時に、

写真撮影にご協力いただ

``‘ ‘` 

2009年10月15日
安城市今池町産

学校。 いた安城市立今池小学校教諭の吉田綾子さんに感

場所は名鉄本線新安城駅から南に400mぐらい 謝いたします。

南下したところで 、 職員室の玄関の壁にとまって

いたもので 、 玄関が閲いているときに飛来したと 引用文献

考えられる。 1年ほど前にも 、 同じ職貝窒の中に 安城市史自然極目録 動物(2005)安城市史福慕委貝会

人り込んでいる個体を観察（記録未発表）してお 自然部会， 安城市 ．

り、 この地域では必ずしも稀ではないのかも知れ

ミヤマアカネを岡崎市で生息確認
柵 木 宗 孝

ミヤマアカネ(Sympetrum pedemontanum

elatum)は雌雄とも4枚の翅の末端近くに褐色の帯

状班を有し， 成熟すると雄の縁紋や翅脈までも赤

くなる美しい種である。

本種の生息地は， 平野や丘陵地や低山地である

が， 圃場や周辺の水路の整備（コンクリート張り）

などで幼虫の生息する水路がなくなり， 全国的に

平野部では本種を見ることが少なくなっている。

岡崎市では， 鈴木(1985)以後の分布報告はない。

このたび見出された生息地は， 額田地域の東河

原町の谷間に沿って流れる渓流の周辺に点在する

農耕地で ， 幼虫はまだ確認していないが ， この水

系周辺の緩やかな小流に発生していると思われる

ので ， 今後生息範囲や幼虫の生息環境についても

調査する予定である。 額田地域にはこのような自

然棗榜が他にも多く残

されているので， この

自然が消えて行くこと

がないように， 見守っ

て行きた いと思う 。 . . —-- • 
終わりに ， 調査に同行写真． 東河原町で， 葉上に瀞

止中のミヤマアカネの雌 ．

して支援して頂いた ， （18-VTI-2009，柵木撮影）

山本英治氏に感謝の意を表する。

調査標本： 19，岡崎市東河原町，14-VII-2009.柵木採

梨；1 d'.岡崎市雨山町28-IX-2009.柵木採巣。 その他， 飛

翔個体は多く確認している。

参考文献

鈴木栄二(1985)新編岡崎市史（岡崎市の動物一岡崎市のト

ンポ）：811-837（岡崎市）

安藤 尚(2009)アカトンポ愛知と岐阜の記録： L122 
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フタモンウバタマコメッキを伊良湖岬で採集

フタモンウパタマコメッキ（Cryptalaus larvatus

pini)は， 愛知県に分布する暖地系の種として荒川

(1951)が新城市舟箔山から記録してから， 各地で

記録されており ， 分布の概要は大平(1993)が報告

している。 しかし， 渥美半島でのもっとも南の記

録は淡岡（2005)による田原市（旧田原町）の藤七

原湿地からの記録(8-V. 2004)があるのみである。

箪者の一 人である山崎は， かねてから本種のこ

の地域の分布に注目して調査をしていたが ． 2010

年1月30日に先端の国民宿舎周辺の松枯の樹皮下

から1頭の越冬成虫を見出し， 続いて2月13Hに山

崎が1頭 ， 大平が1頭の成虫を見出した。 これで長

年の分布記録のない謎は解消したが ， ここでの本

種の個体数は少なく ， 通常は越冬場所には， 最終

幼虫の脱皮殻が残されていて． ウバタマコメッキ

では浅い蛹室が存在するが， 本種では脱皮殻もそ

大平仁夫 ・ 山崎隆弘

こで蛹化した痕跡もなく ， 蛹化楊所は別のところ

にあって， 松の樹皮下の隙間は越冬に利用してい

たように思われるので， さらに詳しい調査が必要

である。

講査標本：lex..田原市中山町休暇村． 30-L 2010. 111鯰採

梨；Jex． 同上． 13-Il. 2010.山崎採梨；lex..同上 ， 大平

採染。

引用文献

淡1剖孝知 (2005) 藤七原湿地の昆虫。 藤七湿地植物群落調

査報告II: 29-48.（愛知貼田原市教脊委貝会）

即II屈三(195])三河地方の数種の昆虫について ． 虫譜 ．

1 (l):26-28. 

KI1•仁夫(1993)愛知県におけるフタモンウバタマコメッ

キの分布（その2)。 虫譜． 32(1): 1-4

2009年の佐久島調査同行記

2009年5月10日は三河昆虫研究会の第2回佐久島

調査の日。 村営の渡船乗場で待っていると ， 誰も

来ない。 この日は大潮だそうで， 船はより沖の臨

時渡船楊から出ると聞いて慌てて移動。そこには

山崎副隆弘さんと伊藤昭博さんが談笑中であっ

た。

佐久島の西港へ上陸。船を降りるとすぐ山崎さ

んは叩き網で採染を始める。 港近くから一 歩染落

に人ると ， タールで黙く塗られた建物が目につく ，

黒壁の狭い路地を進むと ， 人問を全く怖がらない

ネコがゆっくりと歩いている。

そこを抜けて大山方面に向かう。 途中 ， 半ば

放骰されたミカン畑を黒い影が動いている。 尾状

突起がないナガサキアゲハだ！。 最近． 記録はあ

ちこちで出ているものの， 管者が住む安城市付近

小 鹿 亨

ではさほど多くない。 何とかネットイン！。 少し

古びた困示したような雄であった。 その後 ， 大山

の雑木林中で1雄を追加 ， 採終的に1雌を含めた4

頭であった。

山頂の展望台付近では， モンキアゲハやカラス

アゲハが舞っていた。 この日に佐久島で見かけた

他のチョウは， ツマグロヒョウモンがもっとも多

く， モンシロチョウ， ムラサキシジミ． ナミアゲ

ハなどであった。ヤクシマルリシジミを探したが ，

悔岸付近で採集したのはルリシジミであった。 帰

りの山道でミカワオサムシを採染して終了した。

この機会を与えていただいた山崎副会長に感謝

し． 初夏の佐久島を充分楽しんだ1日であった。
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新シリーズ・毘虫と私 (6)

本格的に蝶を採染し始めたが1973年で、 21年問

も蝶ばかり採躾していました。 もともと晩生な蝶

屋が甲虫を採り出したのは47歳の時でしたから 、

甲虫屋のスタ ー トとしては完全に出遅れです。 最

初はカミキリムシでもよく判りませんでしたが、

毎日毎晩虫をいじっていると、 だんだん虫が判る

ようになるものです。

市史で甲虫を調べるこ

とを引き受けたことは 、

随分勉強になりました。

大半が市街地の平凡な

美涙の平地で約1.200種

の甲虫を記録できまし

た。 今は岐阜県の甲虫

を調べることに全力を

あげています。 種の同

定で 、 どうしようもな
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豊 島 健 太郎

新穂高で材を採染

Beginner's luckという言葉がありますが、 思う

に初心者の頃の熱心さが幸運を当てるような気が

します。 日本で2頭目と3頭目のヒゲコメッキダマ

シを採集できたのは、 初心者が、 ほとんど虫の来

ない飛騨の6月の高標高地で何回もライトトラッ

いグルー プについては 、 またいろいろな方に厚か

ましくお願いをする覚悟です。 今後ともよろしく

プやったからでしょう。 この虫が縁でそれまで雲 お願いします。

の上の人だった佐々治先生と親しくしていただく

ようになりました。 昨年初めて佐々治先生の思い

入れの深い稀種Sukunahikonaを採巣できました。

以前住んでいたのが可児市だったことから可児

新シリーズ・昆虫と私 (7)

昆虫とのつきあいは比較的遅く 、 いわゆる昆虫 今では 、 三遠南信を

少年ではありませんでした。 昆虫だけでなく貝類 中心に調査活動をして

や植物なども標本にしていました。 本格的に昆虫 います。 南信の区切り

にのめり込んだのは、 大平先生（会長）のところ

におじゃまするようになってからでした。

昆虫研究室では 、 東南アジア自然科学調査団な

るものが度々派造されていました。 ただ単に外国

に行けるかもしれないという気持ちから昆虫に接

するようになりました。

ヶ日町 ・ 旧引佐町 ・ 旧

天竜市と進んできてい

ます。

もうじき定年を迎え

ること に な り ま す が 、

浅岡 孝 知

しばらくコウチュウをはじめチョウなど何でも

採っていましたが、 事情によりその他の昆虫の方

そして老人になっても 凶 阿南町で21-XI-2009

きっとフィ ー ルドに出ている 、 そんな人になりた

に方向転換をしていきました。 いと思います。

大平先生らと北海道から沖縄まで全国の離島を

旅すること15年あまりで 、 すっかり旅キチになっ

てしまいました。

宝物のインロ ー 箱を閲けて見ると 、 現地の情娯

が鮮やかに蘇ってきます。 不思議なものですね。
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新シリーズ・昆虫と私(8)

鈴 木 友 之

幼いころら昆虫に興味はあったが 、 捕らえて標

本を作ることなど、 戦争時下では思いも及ばなか

った。

1953年に翡橋で開催された昆虫大会に参加を契

機として、 地方の同好会に加入し、 東三河各地に

足を運んだ。 徒歩 、 自転車、 電車、
バスなどを利

用して採巣の想い出はは尽きない。オオムラサキ、

ホシミスジ 、 クロツ バメシジミなど、 次から次え

と脳裏を駆け巡る。

私にとって終生忘れられない想い出は 、 大平先

生の御厚意による調査団員として、 米軍の占領下

にあった時代の1968年の夏 、 西表島へ降り立った

1:1のことである。 夕恐れ迫るころであったが 、 寸

暇をさいてネットを持って山道へ、 前方の草花に

恒例になっている平成20 (2008)年度の総会は 、

竜美丘会館で平成21 (2009)年2月21日(13:00-

17:00)に行われました。

事務報告ののち 、 名古屋大学大学院の大場先生

による日本産シモフリコメッキ類の分子系統や大

平会長の日本のコメッキムシの概要などの話しに

続いて、 各自の話題提供があり 、 伊藤六仁博士か

ら託された文献類や採集用具の安価販売なども加

わり、 楽しい会になりました。

また 、 この会の姉妹会として発足した「西三河

野生生物研究会」（事務所は安城市）の紹介もあ

りました。 来会者は24名で、 例年のように来会者

の老齢化が目立つ会でしたが 、 老齢になってもお

互いに虫を楽しむ生活があることを改めて感謝し

た1日でした。（文責：大平）

群が る蝶の群れが目に

飛び込んだ。 そっと近

寄り慎重にネットを振

る。 マダラチョウの仲

間が10頭あまりも入 っ

た。 淡紺色のツマムラ

サキマダラの雌も含ま

ヽ
｀

 

れていた。 あれから40

余年も経た今も 、 あの

ときの光景の記憶が鮮明によみがえる。

老化した今も、 身近な家の周辺で昆虫との出会

いを楽しみに続けている。

◇三河昆虫研究会の総会◇

二河昆虫研究会総会：竜美丘会館， 2］』-2009

「総会出席者」

伊藤昭博；岩崎 博；桐山 功；松井直人；

大曽根 剛；鈴木栄二；春田祥t専；金田吉店；

大場裕ー；大平仁夫；吉競靖則；焚江 昇；

既島健太郎；権田 武；城殿 浩；杉坂芙典；

浅岡孝知；早川 忍；白井和伸；山崎隆広；

岩月 学；鈴木友之；小鹿 亨の各位（順位不同）。
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「三河昆虫研究会」の規約

1.名 称 本会は「三河昆虫研究会」と称する。

2.目 的 本会は会員相互の交流を図り． 地域の昆虫類を調査研究し． 生物多様性のある自然

環境の保全に寄与することを目的とする。

3.事 業 本会は次の事業を行う。

1.会報「三河の昆虫」と不定期の連絡紙「通信」を発行する。

2.その他会で必要として認められた事業を行う。

6.その他
7.事務所

4.役 員 会長1名． 副会長1名 ． 会計1名． 会計監査1名を骰く。

5.会 計 会の運営は会毀． 寄付金． 会誌の売却． その他の収入で運営する。

会計年度は毎年1月1日から12月31日とする。

会牲は年3,000円とする。（但し2年以上未納の場合は自然退会とする）

会は年1回の総会を開き． 会の主要事項は総会の総意で決める。

事務所は下記に置く

 ＝投稿規定＝

1.原稿は1行22字2段組とし． プリンタ ー で作成し． フロッピ ー をそえる。 短報などは手書きで

も可能。 図は当分の問白黒写真。 自費負担の場合はカラ ー 印刷もできる。

2.原稿は印刷頁4頁以内で作成しこれを越えた分は個人負担とする（貞あたり6.000円の予定）．

別刷代はすべて個人負担。

〇この規約は2008年2月24日の総会で承認されたものです。 会長は大平仁夫さん， hilj会長は山崎隆弘さん．

会計監査は浅岡孝知さん。 そのご，会長依頼で編躾委員に山崎隆弘さんと小鹿亨さんが担当されます。

「編集後記」

岡崎市では自然共生課自然保護班と「湿地保護

の会」が中心になって、 ギフチョウの保全に取り

組んできましたが， 2月1日付で「希少野生動植物

1号」に市指定されました。 今後は成虫だけでなく

卵・幼虫（食草も含め）も採集禁止になり ， 述反し

た場合は削則規定が設けられていますので注意下

さい。 禁止は ． 発生地の卵や幼虫（食草も）無断

採取が絶えないため ， その防止が主目的で環境

教育や調資研究の場は開かれていますので ， 誤解

のないよう にお願いします。 会報は多くの会員の

協力で充実した内容になりました。 本年の皆様の

ご活躍とご多幸をお祈りしています。

（編梨委員代表：大平）

／ ＊三河毘虫研究会への入会案内＊
三河昆虫研究会は、 会報「三河の昆虫」を年1 回と連絡紙の「三河の昆虫（通信）」を複数回発

行し 、 地域の昆虫相の解明につとめています。 入会希望のかたは、 年会骰3.000円を添えて下記あ

て申し込みください。
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